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水位低下をきたしたボーリングは480本に及ぶ。 これはボーリングが密集 し，降雨からの酒養
が少なく，地下水を保持する水文地質構造が必ず‘しも良好でないことによるものと思われる。

揚水量の減少は上水道用のポーリングにもみられ，とくに， 1978年の大干ばつ時には，各町
のポーリング， 59本のうち36本(61%)は水位低下や水量減少をきたし 7本(12%)はポンプ
を更新し，使用不能とな ったものが8本(14%)に達した。郷ノ浦町では203日に及ぶ給水制限
が行われた(表2-9-35)。

(猿山光男〉
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32. 平戸島

(1) 地形・地質

平戸島は長崎県の北西部にあり，平戸瀬戸をまたぐ平戸大橋〈橋長760m)によって県本土と結
ばれており，面積約 171km2である。

基盤は中新世の野島層群や平戸層群に属する礁岩をまじえた砂岩，泥岩の互層からなっている。

平戸島の北東部では，基盤岩の上位に最大層厚20mの南竜崎磯層がのっており (I)， さらにその
上位に松浦玄武岩類(鮮新世~更新世〉が重な っており，溶岩台地を形成 している。平戸島の南西

部は中新世前期に噴出した平戸火山岩類からなる開析された火山丘陵 となっている。沖積低地の
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自 第三紀!日

・ 深11戸 (表2-9-3i参照)

図2-9-144 平戸島地質平面図 (国土庁土地局(2)に加筆〉

発途はほとんどみられない(図 2-9-144)。

(2) 地下水

平戸島において使用される水源は，概略， 0 

河川水 40%，天水 30%，地下水 30%である。

地下水は主として湧水であり，約 100カ所

分布している。これらは田平層の上位にのる

安山岩類や玄武岩類中から湧出 しており，科

田，木引，京崎などにみられる。浅井戸は流

域面積の比較的広い安満川の下流部に20ヵ所

ほど分布しており，安山岩類や沖積層中から

取水している。これらは主として農業用に利
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飲料用の地下水は 7本の深井戸によ って日 以ふ
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量約 1，600m3が取水されている。 1本当り 山下;X3岳
Kメ〆i石

臼 量 130~ 4 50 m3と必ずしも多 くない。 これ じく〉
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らは深度 100m，口 径 150mm 程度の井戸 十叶!

により，安山岩類中から取水するものである 80川i
(表2-9-37)。
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安山岩類は，安山岩と凝灰角1線岩の互層か

らなっている こと が多く ，上七湧出盆は 6~30

図2-9-145 No.1号井地質柱状図

深度 73，5mから日 1.900m3自噴

(凝灰岩以外の凡例は図 2-9-144参照〉

m3/d/m，透水係数は 10-
6~ 10-7 m/sである。いずれも主として裂か水を取水しており，とくに，
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亀裂の発達が良い と思われる津吉水源、井(No.10)や獅子水源、井 (No.4)の比湧出量は 100-260

m3/d/m を示 し，宝亀水源弁 (No.1)では， 1，800 m
3
/c1が自噴し ている。 宝亀水源井の地質柱状

匿!と電気倹層結果を図 2-9-145に示した。

平戸大橋付近には地すぺり 地域があり， ここで施工された水平ポーリン クゃの排水は水田の補水

として利用されている。また 3本の集水トンネノレからの排水は円形分水桝によって利用されて

いる。延長 150mの集水トンネノレからの最小排水量は 300m
3
/c1である。

参考文献
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33. 五島列島

33-1.宇久島・小値賀島

(1) 地形 ・地質

(猿山光男〉

五島列島は北端にある宇久島から南端にある福江島までの 94kmにわたって連なる島 しょ群

である。これらの島 しよは主として新第三紀層および

賀島およびび.福江島の一部は鮮新也世:から完新世にかけてH噴賞賞ム出した火山岩類によつて形成されている。

宇久島は玄武岩および安山岩の溶岩流と凝灰角喋岩ないし凝灰岩の互層からなっており，これ

らを貫いて流紋岩類がドーム状に島中央部に位置する。段高峰の城ヶ岳 〈椋高259m)がこの流紋

岩からなり，その周辺部は標高 100m以下の溶岩台地と なっている。厄神品 (飯良崎〉には局部

的に新第三紀周の砂岩と泥岩の互層が分布する(九

jも イ91J

[QJ火 にl

巳 対1 府

回 一 山制l
図 …岩石

て詐?
固 狗i不公 μl法

E3治結凝灰岩
回 玄立L 去"三，了

。 10km 

図2-9-146 宇久島，小値 賀島 地質図

(国土庁土地局(3)による〕


